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日本産ハナノミ科ハナノミ族概説31)

高 桑

ヤクハナノミ属 Yakuhananomia KON0
KoNo, 1935, Trans. Sapporo nat. Hist. Soc., l4:

l24 (type species: 「omona yahm KONo, l930).
体は頑強, 複眼は無毛, 触角は非常に短くて頭部
幅以下,  第5-10節は強い鋸歯状,  小あごひげの末
端節は外緑の長い斧状ないし円
形, 小糖板は端のえぐられた四角
形~合形, i翅の后部とその後方
付近は横に段刻状, 尾節板はJ:、、短
く, その端の切断面は長円形~横
長の補i円形, 各肢は短く, 前・ 中
節の末端節は2 集状. 雄交尾器
は小さく, 左辺はヘラ状, 右辺は
小さくて膜質突起 (submembra-
nous dorsal branch) は発達しな
い. 極東~インドシナ, 熱帯アフ
リカ, 南.iヒァメリカから計9 lが
知られている他,  スマトラからも
本属の種が発見されている(ERMI-
scH, l 950) という. かなり異質な
分布パタンに思えるが, 雄交尾器
をはじめとしていくつもの」土通の
特徴を示しており, 背面の斑紋パ
タンも非常によく似ている. 最
近, FRANcIscoL0 (1998) により
Ill界のこの属がまとめられ,  これ
らの形態的類似性は収斂の結果で
あり, 南」ヒァメリカとアフリカの
種は別属に含めるべき ( これらは
類がほとんど認められない点でア
ジア の i、の 理なるという ) だと

正 敏

いずれも落葉広集樹の枯れ木にて育つことが報a:'・さ
れている.
日本産は2 種が知られていたが, 同種であろうこ
とが判明したので,  ここで1 種と見なすことにし
た.

ヤクハナノミ Yakuhananom ia
gakui (KONo)
「omonayahm Keno, l930, Ins.

matsum., 4: 104.
Y,akuhananomia tsuytiki i TA-

KAKUwA,1978, Elytra, Tokyo,6:
5, Figs. 1 - 2 . (Syn nov )
体長7-10 mm, 雄は大部分の
雌より一見して小さい. 体はきわ
めて厚く , 頭頂前には小さな み
をもち, 複限横の実買は非常に幅広
く, 尾節板は厚くてその端切断面
は円~長円形で中央上部に l つ
の顕著な小突起を備える. 形態の
変異がかなりあり,  とくに背面の
金~ 白.i電一色紋は雌でふつう発達す
る一方, 雄では濃色となって退行
が著しく,  ときに粕翅中央の帯は
まったく消 する (図 l ). 地域差
も認められるようで, 福島県いわ
き市産は黒化'El,向が顕著である
が, 長野県産は雄でも黒化傾向は
それほどめだたず, 北海適産の難
は前 背板の中央1 対の縦条が
完全に消'ﾀ  する個体を含む.  従来
福島県いわき市と山果県大月市の

述べてし一、る一 者 も ァ フ1Jヵ産の 図 l・ ヤクハナノ ミ黒化型 yahuhanano- ものはイワキヤクハナノ ミ とさ

1 g聞 た限りではその意見に贊 a ;ｶ:'  IK「l:tyf'X1:1 w: )a れ, 北海道からもその種としてn
成するものの, 北アメリカ産は幅

P o u AK
録されたことがあるが, 今回北海

広い類をもつなど明らかにァジァの種により近い. 道産の難個体を含む日本産本属の標本を再検討した

成虫は訪花習性をもたない. 幼虫は北アメリカの ところ, 北海道産と本州産では雄交尾器などにわず
_と極東ロシアでのヤクハナノミで知られており, かな連いが認められるものの, 目本産はヤクハナノ

11 TAKAKuwA. M.. Notes on the tribe Mordellini (Coleoptera, Mo「dellidaC)of Japan, 3
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図2. ヤ ク ハナ ノ  ミ

Y akuhananomta
yahM (KONo). [♀]
(河野, 1936 ).

ミ 1 種に整理するべきで
あるという結論を得た. な
お, ヤクハナノミのタイプ
標本は原記 では雄となっ
ているが, 雌の誤りであ
る.
長野県松本市では各地で
ケヤキ古木の周辺の葉上に
静止中の個体がよく得られ
ているものの, それ以外で
の採集例は非常に少なく,
イワキヤクハナノミとして
記録された上記の他には,
北海適札幌, 綱走支庁生田
原・ 丸瀬布, 長野県速山川
本谷・ 飯田市天電峡で記録
があるにすぎない. 幼虫の

寄主植物としては極東ロシ
アでニレが報告されているほか, 苅部幸世氏は松本
市でケヤキの腐朽部中より本種成111の死骸を確認し
ている (未発表) ので, ケヤキも利用していること
は確実である.
分布: 北海適 [基準産地], 本州 (中央部); ロシ
ア (沿海州), 中国 (Chansi).

b ~
図3. ヤ クハナノ ミ Yakuhananomia yakui (KONo).

(北海適産). a: 第8腹板,  b: 交尾器中葉片,
c: 交尾器側集片 (左; 腹面),  d: ditto (側面),
e: 交尾器側集片 (右; 腹面). Scales: 0.25 mm.

オビハナノミ属Gtipa LECoNTE
LECoNTE, l 859, Col. of K a nsas & E. New

Mexico, p. l 7 ( type species: MordeMa加lans SAY).
ハナノミ科としては中~大形種から成り, 輸翅に
はふつう基部紋のほか, 基部後方~中央辺に白~金
色の帯紋あるいは環状紋,  さらに後方~端にも帯紋
をもつ. 小あごひげは二等辺三角形状, 複眼にはふ
つう多少とも細毛を備え, 尾節板は前属のように太
短いものから非常に細長いものまで変化が大きく ,
前・ 中 節の末端節は広がって2 葉状, 後脛節の上
部には長い縦の刻状が認められる. 雄交尾器は発達
して強固, 側葉片の左片は中央~ 中央前で顕著に分
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図

枝し, 右片は左片とほぼ同長またはわずかに長い
か, やや短く, その付属技(sclerotized ventral
branch) は発達して先端はしばしば複雑にねじれ
る. 東南アジアとアフリカを中心として世界の熟帯
~亜熱帯に広く分布し, 現在は3 亜属に整理されて
いる. ただし, 少なくともそのうちの l 亜属Macro-
gtipa FRANclscoLoは多様な群で構成されており,
近縁な属 (l目熱帯のGhpidtomo ha FRANcIscoLo,
東南アジア~ ニュー キ'ニアの CePha1ogliPa FRAN-
cIscoLo, アフリカの0phthalmogtiPa FRANCISCOLo)
を含め, 属ないし亜属レベルの再検討を必要とす
る.  また,  この辞はハナノミ族にあっては小あごひ
げが二等辺三角形状な点で区別しやすいが, 中 ' 北
アメリカなどには外見上は本群のようであっても,
小あごひげが斧状の種もある. 北アメリカのハナノ
ミの交尾器を比較検討した Lu et at. (1997) も, 本
属とされている種の中には交尾器の顕著な連いか
ら, 別の属を創設してそれに移すべきだと示唆して
いる.
採集の困難なグループとして知られ, かってはど
の種も珍品視されてきたが,  自然林の林内空間
(ギャップ) の葉上に一時的に静止する習性 (図5)
のあることが判明してからは, 各地から比較的多数
の個体がもたらされるようになった. 晴天時にそう
したポイントで探せば, 姿を見つけるのも決して難
し く ないだろ う .
日本にはMa 0gh'pa とStenogitPa FRANcISCOL0
の2 亜属24 種が知られている.  前亜属は後食活動
をまったく行っていないようだが, 後亜属の種は腸
内からシダの胞子が多数見つかることで, それを日
常的に後食しているものと判断される (TAKA-
KuwA, 未発表).  両亜属は食性と後に述べるように

2 -
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図5. ォビハナノミ属の行動パタンの推測. ①: subgen. Macroglipa, ②.' subgcn. Stone9liPa (高桑, 1992).

活動習性を連えるばかりでなく, 雄交 器などの形 び樹冠方向へと飛び上がる. 活動は一般に敏捷な

質差も明らかである. が多く ,  また集上時の姿はしばしばァプ類によく似
なお, 本属の記般年はちょっと調べた限りでは, る. 幼虫は朽ち木への産卵例は稀でないことからi
河野博士も中根博士も野村 鎮氏も記したことがな ち木食と考えられ,  さらに台湾ではオキナワマツを
かったように恩える. JUNK(1915) やFRANclscoLo 加「t!i: したという報告まである. 日本産は未記械 を

(1g52) には1857 年とされているが, LILJEBLAD 含む次の18 種が知られており, lとしては出尽く
(1g45) やFRANclscoLo (1965), BRIGHT(1986) が示 した感もあるものの, 1998 年になって初めて発見
したように l 859 年が正しい. された種や採集例のきわめて少ない種もあることか
亜属への検索表 ら, なお未知のものの存在も充分に考えられる.
1.  各 翅の斑紋は基部にX紋, 中央に環状紋, 端
に紋をそれぞれ備えないか, あっても互いに連結
し,  もし連結しない場合でも色彩は灰 色; 目は細

毛を密生する; 小あごひげ末端節は通常の二等辺
角形状; 尾節板は多少とも太短く, 端は切断状 (図
6a-d) ; 雄交尾器はより幅広く,  側葉片の右片の付
属枝端部は顕著にねじれる. - - - - - Macro9liPa
-   各?自翅の斑紋は自~灰 自色で, 基部のX紋,
中央の環状紋, 端の帯紋から構成され,  これらは互
いに連結しない; 目はしばしば細毛を密生しない;
小あごひげ末端節はふつう非常に幅広い二等辺三角
形状; 尾節板は細長く, 端は鋭く尖るかほとんど
る (図6e-h) ; 難交尾器はより細長く, 側葉片の右
片の付属枝端部はふつう単純. - - -StenogtiPa
Subgen. Macrogl ipa FRANcISCOLo

FRANclscoLo, 1952, Ann de l. Ci v. M us di St.
Nat., 65: 330, 335 (type species: Ghpa d' grυzMe
B01SDUVAL).
次IIE属とは明瞭に区別できるが, 前述したように
多様な を含み, いくつかのグループに分けられ
る. 通常は樹冠ソ' - ンに活動していると推定される
が,  目中の晴天時に限り, 樹冠の開けた明るい
ギャップに好んでダイブする習性がある (図5 の
①). ギャップ内では低木あるいは林床のアカメガ
シワ,  クワ類,  クヮズイモ,  シダ類など, 集が大き
く しかも水平方向に広がる葉上に一時的に静止し,
しばしばスキップするように集上を渡り移って, 再

色2

一

く

i翅後方に帯紋をもつが端紋を欠く. - - - - 3
i翅に端紋をもっか, 後方にも端にも紋を欠

3.  体はより細くて大形 (体長9- l4 mm) ; 雄の
節は幅より多少とも長く, 正中部は縦に深くえぐら
れる; 後H支は尾節板端を越えない. - - - - - - -4
-  体はよりJ:、、いが小形 (体長6.5-9 mm) ; 難の尾
節は幅と同長かやや短く, 正中部は端、hーが浅くえぐ
られる; 少なくとも雄の後肢は尾節板端に くか多

少とも越える

No. 126 (June 1999)

種への検索表
1. i翅は全体が黒色 (徴毛紋の部分を除く ), 褐色
を帯びる場合は体が細長く 10.7 mm以上で後肢は

-  体は 短く, 10 mm以ドで後肢は尾節板端を
越す; 粕翅は基半あるいはほぼ全体が 果~ 赤掲

15

12

オオオビハナノ ミ

尾節板端に届かない

4.  軸翅は全体が多少とも褐色を帯びる

-  [翅は全体が黒色 (徴毛紋の部分を除く ).  -
5. 粕翅は黒色で灰白色の紋だけをもつ. - - - -6
-  軸翅はほぼ基平がチョコレート色の徴毛で覆わ
れ, さらに灰白色の紋をもつ. - - - - - - - - -7
6. 翅は中央辺に1 対の環状紋をもち,  後方帯は
波状, 会合部沿いに環状紋と連結する.

アヤオビハナノ ミ

i翅は中央辺に環状紋をもたず, 後方帯は'
- 3 -
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図 6. オビハナノ ミ属の尾師板. a: オ オオ ビハナ ノ

ミ  Gh'pa (Ma oghpa) s加rozm NAKANE, (背
面),  b: ditto (側面),  c: クサマオビハナノミG.
(M) kusamai TAKAKuwA, (側面),  d: di t to, ♀,
e: ノムラオビハナノ ミ G. (Stenog lipa) mPPomca
NoMuRA, (背面),  f: di t to (側面),  g: イシガ

キオビハナノ ミ G. (S ) ishigakiana KONo, (側
面),  h: di t to, ♀.

状, 会合部沿いに環状紋と連結しない
ザウテルオビハナノ ミ

7. 翅中央前には1 対の小さい黒色円形紋を現
し, 後方の自帯は会合部に沿って前方へは延びな
い. - - - - - - - - - ーオガサワラオビハナノミ
粕翅前方には1 対の1,::i後方に達する大きな黒

色長紋を現し, 後方の白帯は会合部に沿って前方へ
延びる. - - - - - - クサカベオビハナノミ (新称)
8. 体はより細型; 粕翅中央前の帯は会合部沿いに
基部紋と後方帯の画方と連結する.   - - - - - - 9
-  体はより太型; 学fl翅前方 ~中央前の環状紋は会
合部沿いに基部紋と後方帯の両方と連結しない.

9.  背面の徴毛紋は金色, 後方帯はジグザグ状
節板はより太短く , 全体が自~黄色.

10

尾

クサマオビハナノ ミ

1、i面の徴毛紋は自~白 色, 後方帯は直線状;
尾節板はより細長く , 端方は黒色

オオシマオビハナノ ミ

10.  前 ﾄ要 .節と中腿節は黒色 翅中央前方の環状
紋を形成する後方帯はジグザグ状

ニセコオビハナノ ミ

第126 号 (1999 年6 月)

図7.   オビハナノミ属3 の斑紋. a: タイワンオビ

ハナノ ミ Gh'pa (Macroghpa) /o mosana PIc, b:
サトウオビハナノミ G. (M) satoi yatl:ma TAKA-
KUwA,c: ウェノオビハナノミ G. (M ) uenoi TAKA-
KUwA (TAKAKUWA, 1986).

方の環状紋を形成する後方帯はほぼ孤状. - - - 11
11.   小桶板を被う徴毛は暗色. - - コオビハナノ ミ
小糖板を被う徴毛は自色.

マキハラオビハナノ ミ (新称)
12.  納翅の紋はきわめて不明瞭, 少なくとも後平-
に紋を欠く ; 尾節板は非常に短く, 端は幅広く切断
状
一

 
13

一

ち14

状

翅の紋は明瞭
i翅基半に環状紋をもち

カルベオビハナノ ミ

13
端紋は2 段.
イ リ ェオビハナノ ミ

拍翅中央に環状紋または円~ 四角形の紋をも
端紋は1 段 14
翅の紋は灰黄白~灰黄色, 中央の紋は環状

ワ モ ン オ ビハナ ノ ミ

翅の紋は濃い金色, 中央の紋は円~四角形
キンモンオビハナノ ミ

15.  体は細型; 翅の紋は銀白色, 中央前方両側に
1 対の斜条紋を現す.  - - - - ピックオビハナノミ
体はより太型; 軸翅の中央前方両側に斜条紋を

欠く l 6

16.  拍翅はほぼ全体が黄褐色; 粕翅前方の外へ向
かう紋は1 対 (図7a) ; 尾節板は細長く , 長さは基
部幅の約 3 倍. - - - - - - タイワンオビハナノミ

翅は基1'がほぼ 色だが, 後平は黒色; 詈翅
前方の外へ向かう紋は2 対; 尾節板はより短く , 長
さは基部幅の約 2.5 倍以下 1 7

17.  体長7.0-10.1 mm; 軸翅後方帯は孤状, 会合部
沿いに前方に延びても中央前のX紋に届かない
(図7b) ; 尾節板はより長く , 基部幅の約2.3-2.4
倍 サトウオビハナノ ミ

体長6.4-7.7 mm; ｮ i翅後方帯はほぼ直線状,  会
合部沿いに前方に延びて中央前のX紋とつながる
(図7c) ; 尾節板はより短く, 基部幅の約1.9-2.2

-  前 節と中腿節上部は黄褐色を帯びる; 粕翅前 倍

- 4 -

ウ ェ ノ オ ビハナ ノ ミ
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日本産コケムシ科Cephenniini 族の分類学的諸問題

保 科 英 人

コケムシ科Cephenniini族は, 前胸と華自翅の幅が
ほぼ同じという形質で特徴づけられる1 辞である.
久松 (1985) によると,  日本からはCephennium属
のC fapomcumムナビロコケムシという1 種のみ
が知られている. ただし, 本種に対しては, Cephen-
nodes ;1apomcus という学名が JACOBSON (l910),
CsIKI ( l 919) と KURBATov (1995) によって用いら
れている. また, KuRBATov(1995) によって3 種が
追加され,  日本産本族は4 種になった.
ムナビロコケムシ属CePhennodes REITTER
ムナビロコケムシCephennodes jat)omcus (SHARP,
1886) (図 4)
Cephennium lapomcum SHARP,1886, 50-51 ; 久松,
1985, 240, pl 43, Fig. 11.
Cephennodes japontcus・ JACOBSON, 1910,  591;
CsIKl, 1919, 17; KURBATov, 1995, 947.
分布: 本州,  四国,  ナL州 (ただし, 記載時に記録さ
れた分布地域は長崎Inのみ. 上記の分布地域は久松
(1985) による).
ニセムナ ビロコケムシ属 (新称 ) Chelonoidum
STRAND
ミヤマニセムナビロコケムシ (新称) Chetonoidum
besucheti KuRBATov, 1995 (図5)
Che1onoidum besuchett KuRBATov,1995,954-955,
958.
分布: 四国 (愛媛県).
イシ ツ'チニセムナビロ コケムシ (新称) Che1or1oi-
dum 1oebli KURBATov, 1995 (図 l , 7)
Che1o 'totdum 1oebl i KuRBATov, 1995, 954-956,
9 5 8.

分布: 四国 (愛媛県), 本州 (兵庫県).
本種の基準産地は石鎚山である.  なお, 兵庫県は
今回初記録であり,  その採集データは次のとおりで
ある.
6 頭, 兵庫県大屋町 滝, 28. V. l 998, 著者採集 (落
集中よりッルグレン装11'tで抽出).
なお余談であるが,  この天滝という滝は, NHK
ドラマ 「ふたりっこ」のタイトルバックとなったと
ころらしい. 民虫の採集地としてはあまり有名では
ないが, 者者はここからタマキノコムシを 2 新種記
録することができ,   t壊甲虫の採集地としては好適
であることをっけ加えたい.
バン ドウニセムナビロコ ケムシ (新称) Che1ono2-
dum torosum KURBATov, 1995 (図 6)
Che1onoidum torosum KuRBATov, l 995, 957-959.
分布: 本州 (辞馬県).
以上が目本産Cephenni ini族全 4 種である. 上
記のリストに従うなら l l本産Cephenmum属は存
在しないことになる.
ここで SHARPが記 したムナビロ コケムシにっ
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いて一部問題を呈したい. 上に示したとおり SHARP
は, Col)hennium属として本;F重を記級しており, 久
松 (1985) もそれに従ったと思われる.  しかし
JACOBSON(1910) は, 本種をCephennodes属に移し
ており, CSIKI (1919), KURBATOV(1995) は JACOB-
SON (1910) の措置に従っている.
ここでの問題はこの JACOBSON(1910) の処置が妥
当かどうかということである. FRANZ& BEsucHET
(1971) によると, Cephennium属は, 前1?背板後角
に円形のくぼみ (原文の独語を口常日本語に直訳す
ればえくぼ) がないとされている. SHARP(1886) は
本種の原記載で, 前afi背板に円形のくぼみがあると
明記している.  また, 著者は現在, 英国の自然史
物館から本種のタイプ標本を組借しているのである
が, 調べてみるとやはり前 f板に, 明らかなくぼ
みを有 し て い た. よ っ て, FRANZ & BEsucHET
(1971) に従えば,  ムナビロコケムシは, Cephen-
mum 属ではないことになる.  さて, JACOBSON
(1910) の処置によって本種が移されたCol:,hen-
nodes属についてである. このCephennodes属は,
REITTER(1883) によって記載された属である. ラテ
ン語のこの属の原記般部分では, 前 背板後角に円
形のくぼみに関しては何も触れられていないのが気
になるが,  ここでは取りあえず,  ムナビロコケムシ
の学名が, Cephennodes j、apomcusが妥当であると
したい.  そうしないと次の議論が進まない.
徴小土域甲虫などでは珍しいことではないが,  コ
ケムシも確実な同定は,  オス交尾器の観察に頼らざ
るをえない場合が多い.  このムナビロコケムシのオ
ス父尾器が図で,i、されたのは,   KuRBATov ( l995)
が最初であると思われる (図4 を参照).  当初,
KuRBATov (1995) を見る限りでは,  図示されたオ
ス交尾器を持つムナビロコケムシの採集データはわ
からなかった.  しかし,  ムナビロコケムシのタイプ
標本には,  取り出されたオス交尾器と,  BEsucHET
のラベルが付してあった (ちなみに JACOBSONのラ
ベルはない). また, 固定された父尾器の形質及び固
定された方向は,  KuRBATov (1995) の図と一致し
た.  よって,  KuRBATov ( l 995) が論文を書く際に
扱ったムナビロコケムシの標本は, 長崎産タイプ標
本であると断定して良い.  よ って, KuRBATov
(1995) の交 器の図と一致するか'f、、かで, ムナビロ
コケムシか ﾛ、かを判定してもよいだろう
さて, 次はKuRBATov (1995) が記破したニセム
ナビロコケムシ属の 8 種についてである.  この
Che1onoidumニセムナビロコケムシ属は, 最初
Cephe;nmum属の1 亜属Chetonodes として, CRols-
sANDEAu (1893) によって記般された.  その後,
STRAND(1935) によ って属に 一格し, 現在では
Chetonoidum STRAND として扱われている. CRoIs-
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sANDEAuは19 世紀末に一連のコケムシのモノグラ
フシリーズを tt iに送り出しており, 現代のFRANZ
と合わせて,  コケムシ研究のうえで欠かせない人物
である.
前述したように, Cephennium属は,  前胸背板後
角に円形のくぼみを持たない. Chetonoidum属は,
FRANZ& BEsucHET(1971) に従うと, 円形のくぼみ
を持つ.  さて,  ここである一つの疑間がわきあがっ
てく る. Cephenmum属と Ctze1onoidum属の区別
は容易である. ならば, Cephennodes属とChetonoi-
dum属はどのように区別するのかという点である.
まず, CePhennodes属は, CRoIssANDEAuのモノグ
ラフでは扱われていない. かのコケムシの大家
FRANZも,  Che1onoidum属とCephennodes属の新
種は記載していない. FRANZは, Euconnus属など
は,  1 册・のバイ ンダーに収まりきれぬほど記載して
いるのだが, そもそもCephenni ini族自体を他族と
比べて, あまり扱っていないのである.  また, Che-
1onoidum属は, STRAND (1935) が扱ってから,
KURBATOV (1995) まで, 途中 FRANZ & BEsUcHET
(1971) などで軽く触れられているものの, ほとんど
忘れられていた属なのである. 著者の知る限り,
Cephennodes属と Che1onoidum属の両者を比較し
て,  「ここが連う」  と述べているのは,  KuRBATov
(1995) のみである. もし著者が重要な文献を見落と
していたら, 御教示願いたいと思う.
さて,  このKuRBATov (1995) は仏語で書かれて
おり, 語学に不得手な著者の読みとり不足もあるか
もしれないが,  とりあえずこの文献上で書かれた両
属の連いを紹介したい.  KuRBATov (1995) が述べ
ている違いで最も使えそうな形質は, 前 背板側緑
部の隆起である. 原文には, 前 背板側縁に
「carene」 ( 日常日本語に直訳すれば船底部) がある
かどうかで, この画属をわけるとしている. これは,
久松 (1985) の述べる「太く縁どられる」という形質
のことであろう. Cephennodes属にはこの隆起があ
り, Chetonoidum属にはないと述べられている.  し

、

,

r '

3
図 l -3.  背面; 1 . Chelonoidt‘m1oebti, 2: C. sp.  1 ; 3: C. sp 2
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かし, 著者の見る限り,  これに
は「? 」がっく. 例えば, Cephe-
modes fapomcusムナビロコケ
ムシのタイプ標本は確かに, 前
胸背板側縁が く縁どられ, 降
起している.  しかし, 著者は
Che ionoid m eech' (イシツ'チ
ーセムナビロコケムシ, 以下イ
シツ'チと略す) のタイプ標本は
まだ見る機会を得ていないもの
の, 基準産地で本種と思われる
オスを採集し,  オス交尾器も観
察しているから, 本種個体を有
しているとの自信があるのだ
が,  このイシツ'チにも, 前 背
板側縁に隆起はあるように見え
る. 百歩譲って「 indistinc t」 の

状態であり, 「absent」ではない. そもそもムナビロ
コケムシとィシヅチは全体的にかなり似ており, 別
属であるといわれてもピンとこない.  この他,  日本
産記載種・ 未記載種を調べてみたが, 前胸背板側縁
部の隆起が明らかに存在しないChetonoidum属は
確認できなかった. つまり,  この前胸背板の形質だ
けでは, 両属を明確に区別するのは, 難しいと思う.
この他, KuRBATov (1995) は, paramereを含む交
尾器の形質で両属を区別しているが,  これも問題が
あるように思われてならない.  これを次に述べた
い.
その前に,  この事柄を説明するために, 未記 種
を一部例に出したい.  あまりsp. のまま和名を示し
て話しを進めるのはよくないことと思われるが, 説
明のための方便であり,  ご容赦願いたい. なお, 仮
和名は, 今後の踏襲を期待するものではないこと
を,  ここではっきりと述べておく .
ヨナニセムナビロコケムシ (仮和名) Chetonoidum
sp. l (以下,  ヨナと略す) (図2, 8)
分布: 沖縄本島 (与那朝岳).
※仮和名は, 採集された場所に山来する.
タメトモニセムナビロコケムシ (仮和名) C1tetonoi-
dum sp 2 (以下,  タメトモと略す) (図3, 9)
分布: 美大島.
※仮和名は, 江戸化政期の文人, 滝沢馬琴の読本
「椿説弓張月」 で, 琉球王として描かれている, 源鎮
西八郎為朝に由来する.
オス交尾器を見ると, イシヅチとョナは似ており

(図7-8),  これを見る限りョナは C'te1onoidum属
に含まれると思われる. そしてタメトモの交尾器
は,  ヨナとは似ても似つかぬものである.  どちらか
と言えば,  ムナビロコケムシ (図4) に似ていると
いってもよいかもしれない (観察された方向は連う
のであるが). しかし, ヨナとタメトモの外観は酷似
しており (図2-3), この外観の類似は, ヨナとタメ
トモの2 種が,  イシツ'チ (図 l ) とョナよりは近縁
ではないかとも思わせるに十分である. 実際,  ヨナ
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とタメ トモの区別は, オ
ス交尾器の観察なしで
は, なかなか困難である.
KURBATov(1995) の記載
した3 種のオス交尾器に
は, 全体的に 「米粒型」 と
いう共通形質があり (図
5-7), ムナビロコケムシ

のそれとは明らかに毛色
が連うものである. だか
らといって, 前述したよ
うにョナとタメ トモは外
見は酷似しているので,
ムナビロコケムシとタメ
トモをCephennodes属,
残りの 4 種 を Che1ono-
idum属とするのは少々
無理があるような気がす
る.  それに著者は,  日本
産には未記般種ながら後
翅を欠く ものが存在する
ことを確認している. そ
うなれば, 今後我が国周
辺の島々で, 特化した交
尾器を持つ種が見つかる
可能性がある. こ うなれ
ば,  ますますォス交尾器
の形質でもって, 両属を
区別するのは危険が伴う
と考えられる.
以上, 長々と述べてき
たが, 現在のところ著者
は, Cot)hennodes属と
Che1onoidum属を有効か
つ的確に分ける形質に巡
り会っていない. 今後の
方針としては, 欧州の古

No. 126 (June l999

図4-9. オス交尾器; 4. Cep11ennodes japomcus, 5. C1te1onoidt‘m best‘cheti; 6. C torosum;
7. C. 1()ebli 8. C. sp.1; C. sp 2 (ただし, 図4-7 はKuRB̂ Tov (1995) を引用. 図4 は1'r
面方向より観察したもの. 図5-9 は側面より観察したもの. この 「背面」「側面」 という
方向は, KuRBATov(1995) に従ったもの.  また, C. sp.1 はparamcrcを観察中にi量失).

い文献を徹底的にあさり, 必要に応じてタイプ標本
の組借をしていくしかあるまい.  その過程で, 属の
変更やシノニム等の処置も必要となるかもしれな
い . 幸いなことに,  日本産種に関しては,  タイプ標
本の所在ははっきりしているし, 私個人の経験に関
しては, 租借しやすい状態にある.  ちなみに前述し
たとおり,  ムナビロコケムシのタイプ標本は,  ロン
ドン自然史博物館にあり,  KuRBATov (1995) の記
般した3 種のタイプ標本はジュネーブの自然史博
物館にある.  コケムシは「甲虫界に残された秘境」
とも言われるが, その分類学的困難さは, 準やかな
桃源郷をめざすというよりは, 203 高地をめざすよ
うなものだ.  また, 著者が述べても説得力がないか
もしれないが, コケムシは1 種ずつの記載をしてい
く とキリがなく , 後l 桙ﾉ災いを残すだけかもしれな
い. 著者は何とかまとまった仕事をしていきたいと
考えている.  もしそのためのさまざまなご協力を,

各方面の方々 にいただけるなら幸いである.
なお, 末 ながら, 常口頃から費重なご助言をい
ただいている国立科学博物館の野村周平博士, そし
てムナビロコケムシのタイプ標本をお送りくださっ
たロンドン自然史博物館の Mart in BRENDELL 氏
に, l l_く御礼申し上げる.
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環境庁白然保護局の個人的な依頼を受け, 長崎県
西海沿岸の島i興 において, 現在までに調査確認した
クワガタムシを以ドに報告する.
1.  大島 (西彼杵那大島町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

4頭, 横尾峠, 29. IV. 1999; 4頭, 横尾峠, 30. IV.
1999; 1 頭, 白一合ヶ ff,, 30. IV.1999; 1 頭, 馬込, 30.
IV. 1999; スダジイ ・ コナラ ・ サクラ ・ アキニレな
ど, 広葉樹の朽ち木より採集.
ヒラタクワガタ Dorcus titanus pitjfer

l 頭, 横尾峠, 29. IV. l999; アキニレの倒木より採
集.
ネブトクワガタAegus laetlico11is laeυico11is

3頭,  横尾峠,  29. IV. 1999; スダジイの倒木のフ
レ ーク部分より採集.
2.  蛎ノ浦島 (西彼杵都崎尸一町)
コクワガタ Dorcus rectus rec tus

l f ,  5頭,  蛎ノ浦,  29. IV. l999; スダジイ・ サク
ラ ・ カシ・ アコウのi iち木より採集.
ヒラタクワガタ Dorcus titanuspi ljfer

1 頭, 動iノ浦, 29. IV. 1999; カシ・ アコウの朽ち木
より採集.
ネブトクワガタ Aeg g a oυzo o zs aeυzco is

10頭, z:ノ浦 ,29. IV.1999;  サクラ・  カシの ち
の倒木接地部分および, 倒木内より採集.
3.  崎戸島 (西彼杵郡崎戸町)
マメクワガタ f lguius pmctatus

2 頭 (集落内), 29. IV. 1999; 集落脇のウバメガシの
結れ枝より採集.
4.  寺島 (西彼杵郡大島町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

9頭, 寺島郷1, 30. IV. 1999; スダジイ・ コナラ・ カ
シのt iち木より採集.
ヒラタクワガタDorcustitanuspaifer

3 頭, 寺島郷, 30. IV. 1999; コナラの朽ち木より採
集.
5.  池島 (西彼杵都額戸内町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

2 頭, 池島郷, 30. IV. 1999; アキニレらしい朽ち株

第 l 26 号 ( l 999 年6 月)

Ges. Wicn.. 33: 387-428.
SHARP, D., l886. T he Scydmaenidae o f Japan. En to-

motoglsts mo't. Mag.. 23: 46-51.
STRAND, E., 1935. Revision von Gat tungsnamen pa laear-

ktischer Colcoptera. Fotia zool.  by(irobtot., 7:282-
299.

( 九州大学農学部El Ltl学教室)

長崎県西海沿岸島 のク ワガタムシ採集記録

村 山 聡 則

より採集.
ヒラタクワガタ Dorcus tt tanus pilifier

2 頭, 池島郷, 30. IV. 1999; 同じ木より採集.
6.  松島 (西彼杵郡崎戸町)
コク ヮ ガタ Dorcus rec tus rectus

tel?, 8頭, ノ浦, 30. IV.1999; コナラ ・ カシ・ ア
コウの朽ち木より採集.
ヒラタクワガタ Dorcus titanus pitifier

1 頭, 釜ノ浦, 30. IV. l999; カシの_l_理朽ち木より
採集.
ネブトクワガタ Aegus laoυicoltis taoυicouis

15頭, 釜ノ浦, 30. IV. 1999; カシの上理朽ち木と,
コナラらしき半倒木朽ち木内より採集.
7.  江島 (西彼杵郡崎戸町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

l f , 8頭, 江島, 1. V. l999; 1 頭, 江島, 2. V. 1999;
カシ・ スダジイの倒木より採集.
ヒラタクワガタ Dorcus titanus p11ifer

1 頭, 江島,  1. V. 1999; クロマツの赤腐れ倒木より
ネブトクヮガタと ttに採集.
ネブトクワガタ Aegus aeυico i its laoυzcoazs

20頭,  江島,  1. V. 1999; 4 899, 江島,  2. V.
1999; 2 頭, 速見ill, 2. V. 1999; クロマツの赤腐れ
倒木および, スダジイ内のフレークより採集. また,
スダジイの倒木トーの接地部から採集.
8.  平島 (西彼杵郡崎戸町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

l l 頭,  黒埼郷,  2. V. 1999; 1 頭,  西風浜郷,  2. V.
1999; スダジイ ・ カシの倒木から採集.
ヒラタクワガタDorcus titanuspnifier

1 頭, 黒埼郷, 3. V. l999; スダジイの上理木より採
集.
ネブトクワガタ Aegus laeυico11is laevioo11is

20頭,  西思.浜郷 (白Ei), 3. V. l999; 3 1?,  23
頭, 3. V. 1999; クロマツの廃材内より採集.
9.  黒島 (佐ttt保市相浦町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

1 頭, 相浦町田代, 3. V. 1999; 4 頭, 相浦町白馬,
3. V . l999; スダジイ ・ カシ・ ムクノキ・ アコウな

- 8 -
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1: 大島産のヒラタクワガタ, 2: 的山大島産のヒラタクワガタ, 3: 野崎島産のヒラタクワガタ, 4: 野崎島産のコクヮガタ

ど, 広葉樹の朽ち木より採集.
ヒラタクワガタ Dorcus titanus pitifer

7 頭, 相浦町田代, 3. V. 1999; カシの朽ち木より採
集.
ネブトクワガタ Aegus laeυico11is laeυicouis

3♀♀, 20頭, 相浦町白馬, 3.V. 1999;3 頭, 相浦町
古里,  3. V. 1999; スダジイの倒木接地部および内
部,  アキニレの赤腐れ倒木接地部およびその内部よ
り採集.
10.  高島 (佐世保市相浦町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

1 頭, 相浦町大久保, 4. V. 1999; カシ・ ムクノキの
倒木より採集.
ヒラタクワガタ Dorcus titanuspi ljf ier

1 頭, 相浦町大久保, 4. V. 1999; ムクノキの倒木よ
り採集.
ネブトクヮガタ Aegus laoυico11is laeυtcouis

5 頭, 相浦町大久保, 4. V. l999; クロマツの倒木接
地部より採集.
11.  平戸島 (平Fi市他)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

2 , 平戸市主師町 i:師, 13. VIII. 1998; lc,フ', 鏡川
町赤坂. l f , 明の川内町大垣,  13. Vm. 1998;1♀,
木引町, 14. VIII. 1998; l f , 中山町大越 (中山峠),
14. VIII. 1998; 1♀, 草積町草積,  14. VIII. 1998;
l f , 垂水町木場, l 4. Vm. 1998; l , 中野大久保町
中山, 14. VIII.1998;1♀, 鏡川町赤坂, 15. Vm. l998;
2 , 岩の上町中の崎,  l5. Vm. 1998; 101'', 崎方
町,  15. Vm. l998; 1c1;' 1♀, 草積町車積,  15. VIII.
1998; l f , 崎方町, 16. VIII. 1998; l , 岩の上町中
神田, 16. Vm.1998; 1 ・  岩の上町中の崎 ,16.  Vm
l998; 室､ a町木場 ,16.  Vm. l998;  島内の灯火,  タブ

の樹液,  べイドトラップにて採集.
ノコギリクワガタ Prosopocolius incl inatus

2 , 平戸市津吉m「, 13. Vm.1998; 3 2 梶・  平
戸市 ii師町主師,  l3. Vm. 1998; l f , 水町木場,
14. Vm.1998;2 2 , 岩の上町中の崎, 15. VIII.
1998; l f , 崎方町, 15. Vm.1998; l f , 木引町, 16.
Vm. 1998;1♀, 岩の上町中裨田, 16. VIII.1998; l
1♀, 岩の上町中の崎, 16. VIII. 1998;2 , ノk町,
16. Vm. 1998; 島内の灯火,  タブの樹液より採集.
ミヤマクワガタ Lucanus macutifemoraus

1♀, 垂水町木場,  13. Vm. 1998; l f , ノ ﾉ町木場
16. VIII. l998; 島内の灯火にて採集.
ヒラタクワガタ1)orcustitanus 1)tilter
l f , 岩の上町中の崎, 15. Vm. l998; l f , 車積町

草積, 15, VIII. 1998;1 1♀, 宝 町木場, 15. Vm.
1998; 島内の灯火および,  タブの樹液,  べイドト
ラップで採集.
12.  生月島 (平戸市生月町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

1♀, 神ノ川, 13. VIII. 1998; l f , 金比羅山, 14. Vm.
1998; べイドトラップにて採集.
ノ コギリクワガタ Prosopocoizas加chnatas

1 l早, 南免, 15. VIII. 1998; べイトトラップにて.
ヒラ タ クワガタ Dorcus rectus rectus

1♀, 大久保, 14. VIII. 1998; 自販器の灯火にて採集.
13.  的山大島 (北松浦郡大島村)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

2♀♀, 前平, 14. VIII. 1998;1(,フ' 2 ＝・  前平 ,15.  Vm
1998; l 1早, 的山川内,  15. VIII. 1998; 3 1 ,

西字土, 15. VIII. 1998; 2 3♀♀,  魚見岳,  15.
VIII. 1998;灯火,  タブの樹液,  べイドトラップにて
採集.
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ヒラタクワガタ Dorcus titanus p ll if ier
l f , 前平, 14. Vm. 1998;1。1'', 的山川内, 15.Vm.
l998; l f , 魚見岳,  l 5. Vm. l998;灯火, べイドト
ラップにて採集.
14.  度島 (」ヒ松浦郡度島町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

2 2♀♀, 飯盛, l 5. Vm.1998; タブの樹液にて採
集.
ノコギリクワガタProsopocohus z'nchnatus

2 1♀,  飯盛,  l5. Vm. l998; タブの樹液にて採
集.
15.  宇久島 (字久町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

l f , 大久保郷,  16. Vm. 1998; 2 1♀, 城ヶ岳,
l 6. VIII. l998; l l早, 木場郷, l6. Vm. 1998;1 ・
梅ノ木郷,  l6. Vm. 1998; 2 1♀, 大久保郷,  17.
Vm. 1998; lc,?, 城ヶ岳, 17. Vm.1998; 灯火,  タブ
の樹液,  べイドトラップにて採集.
ヒラタクワガタ Dorcus titanuspili fer

1♀,  神浦郷,  16. Vm. 1998; lc,''',  大久保郷,  16.
Vm. l998; 2 , 城ヶーfii, l6. Vm. l998; 灯火, べ
イドトラップにて採集.
16.  寺島 (字久mJ寺島郷)
ネブトクワガタAegus laet;ico11is laeυtco11is

5 頭,  与一島郷, 5. V. l999; クロマツの赤腐れ倒木内
より採集.
l7.  小値賀島 (小値賀町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

2 2♀・  番岳 ,17.  Vm.1998;1。' ' 2♀♀,  番 x一 ,1
Vm. 1998; 1?, 笛吹郷,  l8. Vm. l 998; 201''', f 2 ,

簡吹郷,  l9. VIII. 1998; 幼虫4 頭,  番・fl,  5. Vm.
1998; 灯火,  クヌギの樹液,  べイドトラップにて採
集. 材採集では,  カシの褐色倒木より採集.
ヒラタクヮガタDorcus fifa;nuspilifer

l f ,  番[i-,  17. Vm. 1998; 1 ・  笛吹郷,  17.  Vm
l998;10'', 大浦, l8. Vm. 1998; lc,?, 番岳, 18. Vm.
1998; 灯火,  クヌギの樹液,  べイドトラップにて採
集.
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l8.  斑島 (小値賀町)
コクワガタ Dorcus rectus rectus

6 l♀, 斑郷, 17. Vm. 1998; 3 , 斑郷,
19. Vm. 1998; べイドトラップにて採集.
19.  野崎島 (小値賀町)
コク ヮ ガタ Dorcus rectus rectus

2♀♀, 幼虫4頭, 二平一 , 18. VIII. 1998; l l早, 野
首郷,  19. Vm. 1998; べイドトラップ,  ツバキ ・ ス
ダジイの倒木より採集.
ヒラタクヮガタ Dorcus titanuspitifier

1?, 幼虫1 頭(?), _二、「-11◆,, 18. Vm. 1998; lc,?, 野
首郷,  19. Vm. l 998; べイト トラップ,  タブの倒木
より採集.
20.  大島 (小値賀町)
ヒラタクヮガタ Dorcus titanus pitifier

l f , 大島郷,  l9. Vm. l998; 側溝に落ちていた個
体.
今回確認したネプトクワガタの多くは,  クロマツ
の赤腐れた朽ち木より採集した点でやや.it通的.  ヒ
ラタクワガタ・ コクヮガタは春期の材採集において
は, 広葉樹各種の朽ち木より採集し,  ヒラタクヮガ
タに関しては江島で,  アカマツから得た点がやや珍
しいことといえる.
なお, ヒラタクワガタについては, 馬場(1999) の
ゴトウヒラタクヮガタの報告があるが, 壱岐・ 対馬
との徴妙な地域にあるため, あえてDorcus tttanus
Pi li ferとしておく . 細かい相連点などについては,
今後のさらに詳しい調査が必要だと思われる.
末 ながら, 発表にあたって適切なご指導をいた
だいた清水敏大氏に厚く感謝申し上げる.

参考文献

馬場 勝,  1999. 月刊むし, (340): 19-23.
池崎善t,S,  1988. 同 l:, (206): 38.
伊藤:ii計,  1987. 同 l -, (192): 40.
補井M久,  1996. 同1_, (304): 50.
村山聡則・ t 1水敏夫,  1998. 同l-, (328): 102-104.
小野和久,  l995. 同l-, (298): 31-32.

(群馬県前橋市)

0岐阜県におけるムシクサコパンゾウムシの記録
ムシクサコバンソ' ウムシGymnaetron miyoshii

MIYosHlはムシクサの子房に虫えいを作り, 幼虫は
この中で生育するという変わった習性のソウムシで
ある.  もともと個体数が少ないのか, 者は前に岐
章・市で1 頭採集しているにすぎない. 今回iIi;び岐単
rfi内で採集したので本 lの記録を調べたところ, 岐
!;ll「i未記録1目iとなっていた. それで前の記録ととも
に報告しておく.  いずれも, i本類のスイーピングで
採集したものである.

l 頭, 岐_章-rfi山県岩, 8. VI. l983, 野平照難採集;
1 頭, 岐」事市長良川堤防歳f川橋付近, 16. V.1998, 野
平照 ti t採集.
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日本産Tgmpanophorus属 (ハネカクシ科) について

新 井 志 保

ハネカクシ科のTympanophorus属はハネカクシ
亜科のXanthopygina亜族に属し, 小腥 第 4 節
が末端に向けて狭まらないこと, 下 第 3 節は平
球状を呈しその末端は裁断され, 中央がえぐれる
こと, 下 基節の剛毛は3 対であること, 前胸背
板の長毛は2 対であることなどによって近縁の
Age1osus属から区別される.  目本では1907 年に
BERNHAUERによって記 さ れた T. sauten カ ク ッ

ヤケシアバタハネカクシと SHIBATA (1975) によっ
て記載された T hayashidai ツヤケシアバタハネカ
クシの2 種が知られているが, どちらも記録の少な
い種である. 者は山梨I目より T hayashidai を 1
頭採集しており, かつ両種の 発表標本を検する機
会を得たので併せて報告する.
1. 「. sauten sauten: 1 頭, 鹿児島県高千穂岳, 26.

VIII. 1969, S. NAKATA採集, 渡辺泰明保管.
2.  T hayashidai: 1 頭,  大分県九重山,  15. VII.

1973, S. NAKATA採集, 渡辺泰明保管.
3.  T ayas加daz: l f ,   山梨県J、i波山村後山渓谷

(三条沢 ) 標高1,050 m, 8. VI. 1997, 者採集,
岸本年郎保管.
両種の上記の記録を含めた既知産地のうち, T.

sauten の type-local ity で, 詳しい場所がわからな
い“0nsen”を除いてまとめると図1 のようになる.
また, SHIBATA (1975) が 「. ayas加daz の para-
typesの産地の1 つにMt. Sakawa, Iwate Pref. と
したのはラベルの読み間連いでMt. Sukawa (岩手
県一関市須川 - ) であるのでこの機会に訂正してお
く .
この結果, Tympanophorus属の記録は関東・ 九
州に多いが,  2 種の分布を比較しても地域的な差異

0

i
図 l Tympanophorus属の既知産地

No. 126 (June 1999)

図2. 「. sau fen sau fe n

_ . , f、- . i ・ .l - -

図 3. T hayashida1(paratype)

はほとんど見られない.  しかし岡本(1990) や柴田
他 (1997) 等によると T. sauten sauten は格集下よ
り得られることが多く , かつIll地・ 平地の両方で得
られている. 一方, T hayashidaiも落集下で採集さ
れるが, 原記載には富士山の針集樹林帯に設置され
たべイ ト トラップで得られた例が記録されている.
なお'準者がT hayashidaiを採集したのは沢沿いの
林適脇のガレ場であった.  これらを総合すると, T.
sa gten  saufen  に比べて,  本種は主として ll l地帯に
生息しているようである.  これまでの記録をまとめ
ると, T. sautrl sauten は本州 (関東以西), 佐渡,
四国, 九州, 屋久島から, T hayashidaiは本州 (東
北以南), 九州から報告されている. 今後両種とも関
西地方からの記録が予想される.
末 ながら,  目頃からご指導頂き, 文献の入手,
貴重な標本のデータの発表を快く御承諾下さった東
京農業大学.尾虫学研究室の渡辺泰明博士,  ま た本報

l i -
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告にあたりいろいろ御教示頂いた町田市の柴田泰利
民, 東京農業大学尾虫学研究室の岸本年郎博L-, 採
集に同行して頂いた立正大学経済学部の青木重幸博
士, 東京農業大学.Ei虫学研究室の黒須詩子博L-, 埼
玉県iii山町の豐田浩二氏に厚く 御礼申し上げる.

引用文献

比整科学教 f l振興会標,  1997. 広島県是虫誌1.636 pp.
一好和難, 1988. 山口県産足虫目録. 軸翅目Coleoptera.
山LJtnの是虫, pp. 126-187.

NAoMl, S., l983. Rev ision of the Subtribe Xanthopygina
(Coleoptera, Staphylinidae) of Japan 11. Kontya,
Tokyo 51; 47-55.

直海俊一郎,  1996. 熊本県のハネカクシ科. 熊本尾_【:t!同好
会会報, 41(3): 3-32.

小田 P、・ l996.  埼◆_県産ハネカクシ科分布資料 [9].  寄せ
記, (78):2066.

岡本 厳,  1988. 広島県島 部のハネカクシ類. 広島虫の
会会報, 29: l3-22.
- , 1998. 広島県のハネカクシ類 (第4 報). 広島111
の会会報, 37:49-52.
- ・ 自石正人・ 山本栄治,  1993. 愛i愛!nのハネカク

0ウスキポシハナノ ミの山形県からの記録
ウスキポシハナノ ミ Hosh ihananomia ku rosa i

CHuJoet NAKANEは本州では福島県 (高桑, 1978;
横1「- ・ 田添,  1989; ほか) 以南から知られていた
が, 者の手元にはさらに北に位l置する山形In産の
標本があるので報告しておきたい.

1♀, 山形県白鷹mJ荒砥, 8. VII i 990, 加藤和彦採
集.
なお,  より.iヒに位置する分布地としては北海道奥
尻島 (高桑,  1993) が知られている.

引用文献
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シ (2). 北j t州の昆虫, 40: 171-179.
大川秀雄,  1997. 渡良瀬遊水池の甲虫. 渡良瀬遊水池の動
械物実態調査報告,11 (民虫揺), pp 68-71.

SHIBATA. Y., 1975. Notes on the genus Tympanophorus
NoRDMANN(Coleoptera, Staphylinidae) from Japan
and Taiwan, wi th descriptions of a new species and
a new subspecies. Kontya, Tokyo 43: 20-28.

集出泰利, 1986. 神奈川県のハネカクシ.神奈川 報, (80):
1 - g.
- ・ 渡辺 業,  1997. ハネカクシ科. J、J沢大山自然
環境総合調査報告 ,  月沢山地動積物目録.  pp. 196-
205.

敦見和徳, 1991. ハネカクシ科(Staphylinidae). 高萩の動
物, pp 441-456.

渡辺 徳,  1989. 宮城県産甲虫目録. 宮城'l「,長.虫誌n : 宮
城県の甲!11., pp 27-323.

渡辺泰明・ 馬場金太郎,  1981. 佐渡島のハネカクシ. 越佐
尾虫同好会会報, (52): 23-32.

吉田進, 1998. 町田市でカクッヤケシアバタハネカクシを
採集. 神奈川'tl報, (122): 49.

( 東京農業大学)

◇原稿大募集◇
採集シーズンも折り返し点にさしかかってきまし
たが, 前半戦の成果はいかがでしたか. おそらく,
珍しい甲!11やおもしろい分布など記録しなければな
らないことがたくさんあるのではないでしょうか.
あるいは, 気になる生態なども原稿にして下記まで
お送りください.

196-0012 東京都昭島市つつじが丘2-6-22-
806, 甲虫ニュース編集幹事 妹尾俊男宛
投稿の際, 1 行23字にそろえ, プリントアウトし
た原稿とフロッピーをお送りください.

高桑正敏, 1978. 甲虫ニュース, l43): 8.
- 1993. 同 l,., (104): 4.

横ll:直人・ 田添;,_:, l989. 月 fitむし, (216):41.
(神奈川lt.'立生命の星・ 地球博物館, 高桑正敏)

0新潟県におけるホソキマルハナノミの記録
ホソキマルハナノ ミ E1odes elegans Y osHIToMl
は本州から九州にかけての tに 平洋岸の地域から
記録されてきた種である. 者らは,  L1本海側で採
集された標本を検したので報告する.

l f , 新潟県飯豊山, 19-23.VII i967, 滝沢春雄
採集 ・ 吉富保管.
本種の分布は西南目本に偏っており, 近緑 のム

ネモンマルハナノミ .aodes kojimai NAKANEが北
方系であるのと対照的である. この 2 は幼虫の生
息場所が同じであるため, 異所的分布をしていると
考えられる.  ムネモンマルハナノミの分布の南限
は, 現在のところ岩手t◆i南部であるので,  どの辺り
が両種の分布の境界であるのか興味深い.
(環境指標生物, 吉富博之; 東京農業大学, 滝沢春雄)
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